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図 2．臨時観測点における測定結果 153 
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刷り上がり寸法は横幅 17cm を希望 155 
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観測点名 平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 
A 5 10 0 
B 10 15 5 
C 15 20 10 
D 20 25 15 

 165 
表 1．観測点の月別平均気温と最高・最低気温 166 
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刷り上がり寸法は横幅 14cm を希望 168 

 169 
（表は，Word形式，Excel形式での提出が可能です．ただし画像として扱うため，フォン170 
ト・行間の調整は行われません．掲載可能な状態に編集したうえで提出してください） 171 
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